
瀬戸市印鑑の登録及び証明に関する条例施行規則の一部を改正する規則

をここに公布する。 

平成２４年３月３０日 

瀬戸市長 増 岡 錦 也  

瀬戸市規則第１２号 

瀬戸市印鑑の登録及び証明に関する条例施行規則の一部を改正す

る規則 

瀬戸市印鑑の登録及び証明に関する条例施行規則（昭和５１年瀬戸市規

則第１９号）の一部を次のように改正する。 

次の表の改正前の欄に掲げる規定を同表の改正後の欄に掲げる規定に下

線で示すように改正する。

改正後 改正前 

（委任の旨を証する書面に押す印鑑） （委任の旨を証する書面に押す印鑑） 

第２条 条例第３条第２項及び第１５条第２項に

規定する委任の旨を証する書面は、登録を受け

ようとする印鑑（現に登録を受けている場合に

あっては、当該登録を受けている印鑑（以下

「登録印鑑」という。））を押したものでなけ

ればならない。ただし、登録印鑑を亡失したと

きは、この限りでない。 

第２条 条例第３条第２項（条例第１５条の規定

により準用される場合を含む。）に規定する委

任の旨を証する書面は、登録を受けようとする

印鑑（現に登録を受けている場合にあっては、

当該登録を受けている印鑑（以下「登録印鑑」

という。））を押したものでなければならな

い。ただし、登録印鑑を亡失したときは、この

限りでない。 

（本人確認書類） （本人確認書類） 

第４条 条例第４条第２項に規定する規則で定め

る書類（以下「本人確認書類」という。）は、

次のとおりとする。 

第４条 条例第４条第２項に規定する規則で定め

る書類（以下「本人確認書類」という。）は、

次のとおりとする。 

⑴ 旅券法（昭和２６年法律第２６７号）第２

条第１号の公用旅券及び第２号の一般旅券並

びに出入国管理及び難民認定法（昭和２６年

法律第３１９号）第２条第１項第５号の旅券 

⑴ 日本国旅券 



⑵ 出入国管理及び難民認定法第１９条の３の

在留カード 

⑵ 外国人登録証明書（写真のはり付けられて

いるものに限る。） 

⑶ 日本国との平和条約に基づき日本の国籍を

離脱した者等の出入国管理に関する特例法

（平成３年法律第７１号）第７条の特別永住

者証明書 

 

⑷ 住民基本台帳法（昭和４０年法律第８１

号）第３０条の４４の住民基本台帳カード

（写真の貼り付けられているものに限る。） 

⑶ 住民基本台帳カード（写真のはり付けられ

ているものに限る。） 

⑸ ＜省略＞ ⑷ ＜省略＞ 

⑹ 官公庁がその職員に対して発行した身分を

証明するに足りる書類（写真の貼り付けられ

ているもので、写真に浮出プレス、職印等に

よる割印があるもの又は写真面が透明な薄板

等により覆われているなど、写真の貼り替え

ができないように特殊加工されているものに

限る。） 

⑸ 官公庁がその職員に対して発行した身分を

証明するに足りる書類（写真のはり付けられ

ているもので、写真に浮出プレス、職印等に

よる割印があるもの又は写真面が透明な薄板

等により覆われているなど、写真のはり替え

ができないように特殊加工されているものに

限る。） 

⑺ 前各号に掲げるもののほか、市長が適当と

認めるもの（条例第４条第３項の規定により

提示させる場合を除く。） 

⑹ 前各号に掲げるもののほか、市長が適当と

認めるもの（条例第４条第２項の規定により

本人であること等を確認する場合に限る。） 

２ 前項第１号から第６号までに定める本人確認

書類が発行後１０年を経過しているときは、次

に掲げるいずれかの書類を併せて提示させるも

のとする。 

２ 前項第１号から第５号までに定める本人確認

書類で発行後１０年を経過した書類により条例

第４条第１項の規定による確認を行うときは、

次に掲げるいずれかの書類を併せて提示させる

ものとする。 

⑴から⑸まで ＜省略＞ ⑴から⑸まで ＜省略＞ 

（受領書） （受領書） 

第５条 条例第７条第１項及び第８条第４項の規

定により印鑑登録証の交付を受けた者は、印鑑

登録証受領書を市長に提出しなければならな

い。 

第５条 条例第７条第１項及び第８条第２項の規

定により印鑑登録証の交付を受けようとする者

は、印鑑登録証受領書を市長に提出しなければ

ならない。 

（印鑑登録原票の保存） （印鑑登録原票の保存） 

第７条 条例第１４条第１項及び第２項の規定に

より登録を抹消した印鑑に係る印鑑登録原票

第７条 条例第１４条第１項及び第２項の規定に

より登録をまっ消した印鑑に係る印鑑登録原票



は、印鑑登録原票の除票として保存するものと

する。 

は、印鑑登録原票の除票として保存するものと

する。 

（文書の様式） （文書の様式） 

第９条 次の各号に掲げる文書の様式は、当該各

号に定めるとおりとする。 

第９条 次の各号に掲げる文書の様式は、当該各

号に定めるとおりとする。 

⑴及び⑵ ＜省略＞ ⑴及び⑵ ＜省略＞ 

⑶ 第５条に規定する印鑑登録証受領書 第１

号様式（受領書欄） 

⑶ 第４条に規定する印鑑登録証受領書 第１

号様式（受領書欄） 

⑷から⑽まで ＜省略＞ ⑷から⑽まで ＜省略＞ 

⑾ 条例第１１条第１項に規定する印鑑登録証

明書 第８号様式 

⑾ 条例第１１条に規定する印鑑登録証明書 

第８号様式 

⑿ 条例第１４条第３項に規定する印鑑登録抹

消通知書 第９号様式 

⑿ 条例第１４条第３項に規定する印鑑登録ま

っ消通知書 第９号様式 
  

第１号様式中｢瀬戸市長   殿｣を「（宛先) 瀬戸市長」に、「ふり

がな」を「フリガナ」に、「登録申請者は、本人に相違ないことを保証す

る。」を「登録申請者は、本人に相違ないことを保証します。」に、

「        印鑑登録証受領証        」を 

「   

        印鑑登録証受領証     

（宛先） 瀬戸市長      
」 

に改める。 

   

第３号様式中「（注意事項） １ 回答書の持参と印鑑登録証の受領を

やむを得ず代理人に委任するときは、登録申請者が下記の委任状に記入し、

その代理人は代理人の印鑑も持参してください。」を「（注意事項） １ 

回答書の持参と印鑑登録証の受領をやむを得ず代理人に委任するときは、

登録申請者が下記の委任状に記入し、その代理人が持参してください。」

に、「愛知県瀬戸市長 様」を「（宛先）瀬戸市長」に改める。 

第５号様式中「瀬戸市長 殿」を「（宛先）瀬戸市長」に、「ふりが

な」を「フリガナ」に改める。 



第６号様式中「瀬戸市長 殿」を「（宛先）瀬戸市長」に、 

「   

「ふりがな」を「フリガナ」に、

１ 印鑑登録証の亡失 

２ 印鑑登録の廃止 

３ 登録印鑑の亡失又は損傷 

４ 登録印鑑の変更（改印） 
」

を 

    
「 
  

１ 印鑑登録証の亡失 

２ 印鑑登録証の損傷 

３ 印鑑登録の廃止 

４ 登録印鑑の亡失又は損傷 

５ 登録印鑑の変更（改印） 
 

」

に改める。 

   

第７号様式中「瀬戸市長 殿」を「（宛先）瀬戸市長」に、「ふりがな」 

 「   

を「フリガナ」に、 代理人（ご本人の場合は、記入不要です。）
」 
を 

    
「 
  

申請には印鑑登録証が必要です。

窓口に来た方 
」

に、 

    
「 
  

（注意事項） 

 印鑑登録証を添えて申請してください。 
」

を 

    
「 
  

受付窓口で本人確認を行っています。 

本人確認書類をご用意ください。 
」

に改める。 

   

第９号様式中「印鑑登録まっ消通知書」を「印鑑登録抹消通知書」に、

「まっ消しました」を「抹消しました」に、「まっ消年月日」を「抹消年

月日」に、「まっ消事由」を「抹消事由」に改める。 

附 則 

 （施行期日） 

１ この規則は、公布の日から施行する。ただし、第４条の改正規定（同

条第１項第３号中「はり付けられて」を「貼り付けられて」に改める部

分並びに同項第５号及び第６号の改正規定（第６号を第７号とし、第５



号を第６号とする部分を除く。）を除く。）並びに次項及び附則第３項

の規定は、平成２４年７月９日から施行する。 

 （経過措置） 

２ 中長期在留者（出入国管理及び難民認定法及び日本国との平和条約に

基づき日本の国籍を離脱した者等の出入国管理に関する特例法の一部を

改正する等の法律（平成２１年法律第７９号。以下「法」という。）第

２条の規定による改正後の出入国管理及び難民認定法（昭和２６年政令

第３１９号）第１９条の３に規定する中長期在留者をいう。）が所持す

る法第４条の規定による廃止前の外国人登録法（昭和２７年法律第１２

５号）に規定する外国人登録証明書は、この規則による改正後の瀬戸市

印鑑の登録及び証明に関する条例施行規則第４条第２号及び第３号の適

用については、在留カード及び特別永住者証明書とみなす。 

３ 前項の規定により在留カード及び特別永住者証明書とみなされる場合

におけるその有効期間は、法附則第１５条第２項及び法附則第２８条第

２項に定める期間とする。 

 


